
(57)【要約】

【課題】　面倒なネジ止めをすることなくテンプルをヒ

ンジ連結することができ、かつ、適度な開閉抵抗を付与

することもでき、しかも、外観もスッキリとしていてデ

ザイン性にも優れた眼鏡フレームのヒンジ連結機構を提

供すること。

【解決手段】　対向する側板２・２を並行的に備え、拡

開または閉塞方向に弾力が作用するサドル形の湾曲バネ

板材１から成る継手ヒンジであって、前記各側板２の両

端部近傍の外面または内面にはダボ状ピボット21・22を

各々対称的に突成する一方、

眼鏡フロント枠Ｆのエンドピース３と耳掛テンプル４と

の突合部近傍には、前記ダボ状ピボット21・22に対応す

る枢孔31・41を対称的に開設し、これらの枢孔31・41に

当該継手ヒンジの復帰弾力により、継手ヒンジの前記両

側板２・２に突成された前記ダボ状ピボット21・22を嵌

合させて眼鏡フロント枠Ｆのエンドピース３に耳掛テン

プル４を折畳み操作可能に連結せしめるという技術的手

段を採用した。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 向 す る 側 板 ２ ・ ２ を 並 行 的 に 備 え 、 拡 開 ま た は 閉 塞 方 向 に 弾 力 が 作 用 す る サ ド ル 形 の
湾 曲 バ ネ 板 材 １ か ら 成 る 継 手 ヒ ン ジ で あ っ て 、 前 記 各 側 板 ２ の 両 端 部 近 傍 の 外 面 ま た は 内
面 に は ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 21・ 22が 各 々 対 称 的 に 突 成 さ れ て い る 一 方 、
眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ と 耳 掛 テ ン プ ル ４ と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前 記 ダ ボ 状 ピ
ボ ッ ト 21・ 22に 対 応 す る 枢 孔 31・ 41が 対 称 的 に 開 設 さ れ て お り 、 こ れ ら の 枢 孔 31・ 41に 当
該 継 手 ヒ ン ジ の 復 帰 弾 力 に よ り 、 継 手 ヒ ン ジ の 前 記 両 側 板 ２ ・ ２ に 突 成 さ れ た 前 記 ダ ボ 状
ピ ボ ッ ト 21・ 22を 嵌 合 さ せ て 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ に 耳 掛 テ ン プ ル ４ を 折 畳
み 操 作 可 能 に 連 結 せ し め た こ と を 特 徴 と す る 眼 鏡 フ レ ー ム の ヒ ン ジ 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 対 向 す る 側 板 ２ ・ ２ を 並 行 的 に 備 え 、 拡 開 ま た は 閉 塞 方 向 に 弾 力 が 作 用 す る サ ド ル 形 の
湾 曲 バ ネ 板 材 １ か ら 成 る 継 手 ヒ ン ジ で あ っ て 、 前 記 各 側 板 ２ の 両 端 部 近 傍 の 外 面 ま た は 内
面 に は 枢 孔 23・ 24が 各 々 対 称 的 に 開 設 さ れ て い る 一 方 、
眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ と 耳 掛 テ ン プ ル ４ と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前 記 枢 孔 23・
24に 対 応 す る ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 32・ 42が 対 称 的 に 突 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト
32・ 42に 当 該 継 手 ヒ ン ジ の 復 帰 弾 力 に よ り 、 継 手 ヒ ン ジ の 前 記 両 側 板 ２ ・ ２ に 開 設 さ れ た
前 記 枢 孔 23・ 24を 嵌 合 さ せ て 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ に 耳 掛 テ ン プ ル ４ を 折 畳
み 操 作 可 能 に 連 結 せ し め た こ と を 特 徴 と す る 眼 鏡 フ レ ー ム の ヒ ン ジ 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 側 板 ２ の 両 端 部 近 傍 の 枢 孔 23・ 24が 貫 通 孔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 眼
鏡 フ レ ー ム の ヒ ン ジ 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 湾 曲 バ ネ 板 材 １ の 湾 曲 面 に 沿 っ て 長 孔 11が 形 成 さ れ て お り 、 エ ン ド ピ ー ス ３ お よ び 耳 掛
テ ン プ ル ４ に 継 手 ヒ ン ジ を 装 着 し た 状 態 で 、 こ の 長 孔 11に よ り 作 出 さ れ る 溝 部 が 開 閉 す る
こ と に よ り 、 復 帰 弾 力 に よ っ て 着 用 者 の 側 頭 部 に 付 勢 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 眼 鏡 フ レ ー ム の ヒ ン ジ 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 湾 曲 バ ネ 板 材 １ の 端 部 か ら そ れ ぞ れ 切 欠 部 12が 形 成 さ れ て お り 、 エ ン ド ピ ー ス ３ お よ び
耳 掛 テ ン プ ル ４ に 継 手 ヒ ン ジ を 装 着 し た 状 態 で 、 こ の 切 欠 部 12に よ り 作 出 さ れ る 溝 部 が 開
閉 す る こ と に よ り 、 復 帰 弾 力 に よ っ て 着 用 者 の 側 頭 部 に 付 勢 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 眼 鏡 フ レ ー ム の ヒ ン ジ 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 エ ン ド ピ ー ス ３ お よ び 耳 掛 テ ン プ ル ４ に 継 手 ヒ ン ジ が 装 着 さ れ た 状 態 で 、 側 板 ２ ・ ２ 間
に 止 着 部 材 ５ が 嵌 入 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 眼 鏡
フ レ ー ム の ヒ ン ジ 連 結 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
　 湾 曲 バ ネ 板 材 １ お よ び 側 板 ２ ・ ２ が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 ま た は 金 属 材 料 に よ り 一 体 に 成
形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 眼 鏡 フ レ ー ム の ヒ ン ジ
連 結 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 眼 鏡 フ レ ー ム の 改 良 、 更 に 詳 し く は 、 面 倒 な ネ ジ 止 め を す る こ と な く テ ン プ
ル を ヒ ン ジ 連 結 す る こ と が で き 、 か つ 、 適 度 な 開 閉 抵 抗 を 付 与 す る こ と も で き 、 し か も 、
外 観 も ス ッ キ リ と し て い て デ ザ イ ン 性 に も 優 れ た 眼 鏡 フ レ ー ム の ヒ ン ジ 連 結 機 構 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の と お り 、 眼 鏡 フ レ ー ム は 種 々 の 部 品 か ら 構 成 さ れ て お り 、 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 側 方 に
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は 左 右 そ れ ぞ れ に 耳 掛 テ ン プ ル が 配 設 さ れ て お り 、 ヒ ン ジ 部 品 に よ っ て 回 動 自 在 に 折 り 畳
み 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 か か る ヒ ン ジ 連 結 部 分 に お い て は 、 ネ ジ 部 品 を 螺 入 す る こ と に よ っ て 枢 結 す る も
の が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 か か る ネ ジ 部 品 を 用 い る 場 合 に あ っ て は 、 不 可 避 的 に ネ ジ に 緩 み が 生 じ
て し ま い 、 耳 掛 テ ン プ ル が グ ラ つ い て 、 眼 鏡 の 使 い 勝 手 が 非 常 に 悪 く な っ て し ま う と い う
不 満 が あ っ た 。 ま た 、 ネ ジ 頭 が 露 出 し て 外 観 的 に 野 暮 っ た い 印 象 を 与 え て し ま う と い う 不
満 も あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ０ １ １ ６ ７ 号 公 報 （ 第 ９ 頁 、 図 １ － ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 眼 鏡 部 品 に 上 記 問 題 が あ っ た こ と に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ り 、 そ の
目 的 と す る と こ ろ は 、 面 倒 な ネ ジ 止 め を す る こ と な く テ ン プ ル を ヒ ン ジ 連 結 す る こ と が で
き 、 か つ 、 適 度 な 開 閉 抵 抗 を 付 与 す る こ と も で き 、 し か も 、 外 観 も ス ッ キ リ と し て い て デ
ザ イ ン 性 に も 優 れ た 眼 鏡 フ レ ー ム の ヒ ン ジ 連 結 機 構 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 が 上 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 採 用 し た 手 段 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明
す れ ば 、 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 対 向 す る 側 板 ２ ・ ２ を 並 行 的 に 備 え 、 拡 開 ま た は 閉 塞 方 向 に 弾 力 が 作
用 す る サ ド ル 形 の 湾 曲 バ ネ 板 材 １ か ら 成 る 継 手 ヒ ン ジ で あ っ て 、 前 記 各 側 板 ２ の 両 端 部 近
傍 の 外 面 ま た は 内 面 に は ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 21・ 22を 各 々 対 称 的 に 突 成 す る 一 方 、
眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ と 耳 掛 テ ン プ ル ４ と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前 記 ダ ボ 状 ピ
ボ ッ ト 21・ 22に 対 応 す る 枢 孔 31・ 41を 対 称 的 に 開 設 し 、 こ れ ら の 枢 孔 31・ 41に 当 該 継 手 ヒ
ン ジ の 復 帰 弾 力 に よ り 、 継 手 ヒ ン ジ の 前 記 両 側 板 ２ ・ ２ に 突 成 さ れ た 前 記 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト
21・ 22を 嵌 合 さ せ て 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ に 耳 掛 テ ン プ ル ４ を 折 畳 み 操 作 可
能 に 連 結 せ し め る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 対 向 す る 側 板 ２ ・ ２ を 並 行 的 に 備 え 、 拡 開 ま た は 閉 塞 方 向 に 弾 力 が 作
用 す る サ ド ル 形 の 湾 曲 バ ネ 板 材 １ か ら 成 る 継 手 ヒ ン ジ で あ っ て 、 前 記 各 側 板 ２ の 両 端 部 近
傍 の 外 面 ま た は 内 面 に は 枢 孔 23・ 24を 各 々 対 称 的 に 開 設 す る 一 方 、
眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ と 耳 掛 テ ン プ ル ４ と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前 記 枢 孔 23・
24に 対 応 す る ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 32・ 42を 対 称 的 に 突 成 し 、 こ れ ら の ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 32・ 42に
当 該 継 手 ヒ ン ジ の 復 帰 弾 力 に よ り 、 継 手 ヒ ン ジ の 前 記 両 側 板 ２ ・ ２ に 開 設 さ れ た 前 記 枢 孔
23・ 24を 嵌 合 さ せ て 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ に 耳 掛 テ ン プ ル ４ を 折 畳 み 操 作 可
能 に 連 結 せ し め る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 各 側 板 ２
の 両 端 部 近 傍 の 枢 孔 23・ 24を 貫 通 孔 に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 湾 曲
バ ネ 板 材 １ の 湾 曲 面 に 沿 っ て 長 孔 11を 形 成 し 、 エ ン ド ピ ー ス ３ お よ び 耳 掛 テ ン プ ル ４ に 継
手 ヒ ン ジ を 装 着 し た 状 態 で 、 こ の 長 孔 11に よ り 作 出 さ れ る 溝 部 が 開 閉 す る こ と に よ り 、 復
帰 弾 力 に よ っ て 着 用 者 の 側 頭 部 に 付 勢 可 能 に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 湾 曲
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バ ネ 板 材 １ の 端 部 か ら そ れ ぞ れ 切 欠 部 12を 形 成 し 、 エ ン ド ピ ー ス ３ お よ び 耳 掛 テ ン プ ル ４
に 継 手 ヒ ン ジ を 装 着 し た 状 態 で 、 こ の 切 欠 部 12に よ り 作 出 さ れ る 溝 部 が 開 閉 す る こ と に よ
り 、 復 帰 弾 力 に よ っ て 着 用 者 の 側 頭 部 に 付 勢 可 能 に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 エ ン
ド ピ ー ス ３ お よ び 耳 掛 テ ン プ ル ４ に 継 手 ヒ ン ジ が 装 着 さ れ た 状 態 で 、 側 板 ２ ・ ２ 間 に 止 着
部 材 ５ を 嵌 入 可 能 に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 湾 曲
バ ネ 板 材 １ お よ び 側 板 ２ ・ ２ を 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 ま た は 金 属 材 料 に よ り 一 体 に 成 形 す る
と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に あ っ て は 、 対 向 す る 側 板 を 並 行 的 に 備 え 、 拡 開 ま た は 閉 塞 方 向 に 弾 力 が 作 用 す
る サ ド ル 形 の 湾 曲 バ ネ 板 材 か ら 成 る 継 手 ヒ ン ジ で あ っ て 、 前 記 各 側 板 の 両 端 部 近 傍 の 外 面
ま た は 内 面 に は ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト を 各 々 対 称 的 に 突 成 す る 一 方 、 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 の エ ン ド ピ
ー ス と 耳 掛 テ ン プ ル と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前 記 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト に 対 応 す る 枢 孔 を 対 称 的 に
開 設 し た こ と に よ っ て 、 こ れ ら の 枢 孔 に 当 該 継 手 ヒ ン ジ の 復 帰 弾 力 に よ り 、 継 手 ヒ ン ジ の
前 記 両 側 板 に 突 成 さ れ た 前 記 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト を 嵌 合 さ せ て 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 の エ ン ド ピ ー ス
に 耳 掛 テ ン プ ル を 折 畳 み 操 作 可 能 に 連 結 せ し め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 面 倒 な ネ ジ 止 め を す る こ と な く テ ン プ ル を ヒ ン ジ 連 結 す る こ と が で き 、 か
つ 、 適 度 な 開 閉 抵 抗 を 付 与 す る こ と も で き 、 し か も 、 外 観 も ス ッ キ リ と し て い て デ ザ イ ン
性 に も 優 れ た 眼 鏡 フ レ ー ム を 作 製 す る こ と が で き る こ と か ら 、 そ の 産 業 上 の 利 用 価 値 は 頗
る 大 き い と 云 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 具 体 的 に 図 示 し た 図 面 に 基 づ い て 更 に 詳 細 に 説 明
す る と 、 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 『 第 １ 実 施 形 態 』
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ か ら 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 中 、 符 号 １ で 指 示 す る も
の は 湾 曲 バ ネ 板 材 で あ り 、 こ の 湾 曲 バ ネ 板 材 １ は 、 拡 開 ま た は 閉 塞 方 向 に 弾 力 が 作 用 す る
サ ド ル 形 の 板 材 で あ っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 （ 例 え ば 、 Ｐ Ｐ Ｓ ： ポ リ フ
ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド な ど ） に よ り 作 製 さ れ 、 先 端 が 若 干 「 ハ 」 の 字 状 に 開 放 し て い る （
図 １ お よ び 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 符 号 ２ で 指 示 す る も の は 側 板 で あ り 、 こ の 側 板 ２ は 、 前 記 湾 曲 バ ネ 板 材 １ の 両 端
部 に 対 向 し て 並 行 的 に 備 え ら れ た 板 状 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に ま た 、 符 号 ３ で 指 示 す る も の は 、 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の 側 方 に 配 設 さ れ る エ ン ド ピ ー
ス で あ り 、 符 号 ４ で 指 示 す る も の は 、 こ の エ ン ド ピ ー ス ３ に ヒ ン ジ 連 結 さ れ る べ き 耳 掛 テ
ン プ ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し か し て 、 本 実 施 形 態 品 を 構 成 す る に あ っ て は 、 ま ず 、 対 向 す る 側 板 ２ ・ ２ を 並 行 的 に
備 え 、 拡 開 方 向 に 弾 力 が 作 用 す る サ ド ル 形 の 湾 曲 バ ネ 板 材 １ か ら 成 る 継 手 ヒ ン ジ を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 際 、 前 記 各 側 板 ２ の 両 端 部 近 傍 の 外 面 に は ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 21・ 22を 各 々 対 称 的 に 突
成 す る こ と に よ り 、 回 転 軸 を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ と 耳 掛 テ ン プ ル ４ と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前 記
ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 21・ 22に 対 応 す る 枢 孔 31・ 41を 対 称 的 に 開 設 す る 。 具 体 的 に は 、 ス リ ッ ト
を 設 け 、 そ の 内 側 面 の 上 下 に そ れ ぞ れ 開 設 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の 枢 孔 31・ 41に 当 該 継 手 ヒ ン ジ の 復 帰 弾 力 に よ り 、 継 手 ヒ ン ジ の 前 記 両
側 板 ２ ・ ２ に 突 成 さ れ た 前 記 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 21・ 22を 嵌 合 さ せ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 こ の よ う
に し て 、 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ に 耳 掛 テ ン プ ル ４ を 折 畳 み 操 作 可 能 に 連 結 せ
し め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 面 倒 な ネ ジ 止 め が 不 要 で あ り 、 ま た 、 湾 曲 バ ネ 板 材 １ の
復 帰 弾 力 が 、 嵌 合 と 同 時 に 付 勢 す る こ と に よ っ て 、 適 度 な 開 閉 抵 抗 を 付 与 す る こ と も で き
る 。 更 に 、 ス ッ キ リ と し た 外 観 を 構 成 す る の で 、 優 れ た デ ザ イ ン 性 を 得 る こ と も で き る （
図 ４ お よ び 図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 エ ン ド ピ ー ス ３ お よ び 耳 掛 テ ン プ ル ４ に 継 手 ヒ ン ジ が 装 着
さ れ た 状 態 で 、 側 板 ２ ・ ２ 間 に 止 着 部 材 ５ を 嵌 入 可 能 に 構 成 す る こ と に よ り 、 当 該 部 品 を
よ り 確 実 に 止 着 し て 、 ね じ れ 方 向 に 加 わ る 力 に 対 す る 部 品 の 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き 、
か つ 、 付 勢 力 を 増 加 せ し め て 良 好 な 開 閉 抵 抗 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 湾 曲 バ ネ 板 材 １ お よ び 側 板 ２ ・ ２ を 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 ま た は
金 属 材 料 に よ り 一 体 に 成 形 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 と し て は 、 前 記
し た Ｐ Ｐ Ｓ （ ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド ） の ほ か 、 ポ リ エ ス テ ル エ ラ ス ト マ ー 、 Ｐ Ｐ （
ポ リ プ ロ ピ レ ン ） 、 Ｐ Ｉ （ ポ リ イ ミ ド ） 、 Ｐ Ａ （ ポ リ ア ミ ド ） 、 Ｐ Ｃ （ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
） 、 Ｐ Ｅ Ｋ （ ポ リ エ ー テ ル ケ ト ン ） 、 Ｐ Ｓ Ｕ （ ポ リ サ ル フ ォ ン ） な ど を 採 用 す る こ と が で
き 、 主 に 比 重 が 軽 く 、 耐 摩 耗 性 ・ 耐 熱 性 ・ 曲 げ 弾 性 ・ 応 力 亀 裂 抵 抗 ・ 成 形 加 工 性 ・ 耐 衝 撃
性 ・ 耐 薬 品 性 の 良 好 な も の を 選 定 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 金 属 材 料 と し て は 、 ス テ ン
レ ス バ ネ 、 チ タ ン 、 β － チ タ ン 、 β － Ｃ チ タ ン 、 ゴ ム メ タ ル 、 Ｎ Ｔ 合 金 な ど を 採 用 し 、 こ
れ ら の 材 料 を 薄 板 打 抜 き 加 工 ま た は 鋳 造 に よ り 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 『 第 ２ 実 施 形 態 』
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 図 ６ か ら 図 ８ に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 実 施
形 態 と 逆 の 凹 凸 関 係 を 有 す る 構 成 で あ っ て 、 対 向 す る 側 板 ２ ・ ２ を 並 行 的 に 備 え 、 拡 開 方
向 に 弾 力 が 作 用 す る サ ド ル 形 の 湾 曲 バ ネ 板 材 １ か ら 成 る 継 手 ヒ ン ジ で あ っ て 、 前 記 各 側 板
２ の 両 端 部 近 傍 の 外 面 に は 枢 孔 23・ 24が 各 々 対 称 的 に 開 設 さ れ て い る （ 図 ６ お よ び 図 ７ 参
照 ） 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 成 形 を 容 易 に す る た め 貫 通 孔 と し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 際 、 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ と 耳 掛 テ ン プ ル ４ と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前
記 枢 孔 23・ 24に 対 応 す る ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 32・ 42を 対 称 的 に 突 成 す る 。 具 体 的 に は 、 ス リ ッ
ト を 設 け 、 そ の 内 側 面 の 上 下 に そ れ ぞ れ 突 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 こ れ ら の ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 32・ 42に 当 該 継 手 ヒ ン ジ の 復 帰 弾
力 に よ り 、 継 手 ヒ ン ジ の 前 記 両 側 板 ２ ・ ２ に 開 設 さ れ た 前 記 枢 孔 23・ 24を 嵌 合 さ せ て 眼 鏡
フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ に 耳 掛 テ ン プ ル ４ を 折 畳 み 操 作 可 能 に 連 結 せ し め る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 『 第 ３ 実 施 形 態 』
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 図 ９ か ら 図 13に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 湾 曲 バ ネ
板 材 １ は 先 端 に 向 か っ て 両 端 部 の 間 隔 が 逓 次 的 に 狭 く な る よ う に 成 形 さ れ て お り 、 対 向 す
る 側 板 ２ ・ ２ を 並 行 的 に 備 え 、 閉 塞 方 向 に 弾 力 が 作 用 す る サ ド ル 形 の 湾 曲 バ ネ 板 材 １ か ら
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成 る 継 手 ヒ ン ジ を 形 成 す る （ 図 ９ お よ び 図 10参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 際 、 前 記 各 側 板 ２ の 両 端 部 近 傍 の 内 面 に 枢 孔 23・ 24を 各 々 対 称 的 に 開 設 す る 一 方 、
眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ と 耳 掛 テ ン プ ル ４ と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前 記 枢 孔 23・
24に 対 応 す る ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 32・ 42を 対 称 的 に 突 成 す る （ 図 11参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 32・ 42に 当 該 継 手 ヒ ン ジ の 復 帰 弾 力 に よ り 、 継 手 ヒ ン
ジ の 前 記 両 側 板 ２ ・ ２ に 開 設 さ れ た 前 記 枢 孔 23・ 24を 嵌 合 さ せ て 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 の エ ン ド
ピ ー ス ３ に 耳 掛 テ ン プ ル ４ を 折 畳 み 操 作 可 能 に 連 結 せ し め る （ 図 12お よ び 図 13参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 『 第 ４ 実 施 形 態 』
　 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 図 14か ら 図 16に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 実 施
形 態 と 逆 の 凹 凸 関 係 を 有 す る 構 成 で あ っ て 、 対 向 す る 側 板 ２ ・ ２ を 並 行 的 に 備 え 、 閉 塞 方
向 に 弾 力 が 作 用 す る サ ド ル 形 の 湾 曲 バ ネ 板 材 １ か ら 成 る 継 手 ヒ ン ジ で あ っ て 、 前 記 各 側 板
２ の 両 端 部 近 傍 の 内 面 に は ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 21・ 22を 各 々 対 称 的 に 突 成 す る （ 図 14お よ び 図
15参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 Ｆ の エ ン ド ピ ー ス ３ と 耳 掛 テ ン プ ル ４ と の 突 合 部 近 傍 に は 、 前
記 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 21・ 22に 対 応 す る 枢 孔 31・ 41が 対 称 的 に 開 設 さ れ て お り 、 こ れ ら の 枢 孔
31・ 41に 当 該 継 手 ヒ ン ジ の 復 帰 弾 力 に よ り 、 継 手 ヒ ン ジ の 前 記 両 側 板 ２ ・ ２ に 突 成 さ れ た
前 記 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト 21・ 22を 嵌 合 さ せ て 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠 の エ ン ド ピ ー ス ３ に 耳 掛 テ ン プ ル
４ を 折 畳 み 操 作 可 能 に 連 結 せ し め る こ と が で き る （ 図 16参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 上 記 何 れ の 実 施 形 態 に お い て も 、 図 17お よ び 図 18に 示 す よ う に 、 湾 曲 バ ネ 板 材 １
の 湾 曲 面 に 沿 っ て 長 孔 11を 形 成 し 、 継 手 ヒ ン ジ を 装 着 し た 状 態 で 、 こ の 長 孔 11に よ り 作 出
さ れ る 溝 部 を 開 閉 せ し め る こ と に よ り 、 復 帰 弾 力 に よ っ て 着 用 者 の 側 頭 部 に 付 勢 可 能 で あ
り 、 適 度 な フ ィ ッ ト 感 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 19お よ び 図 20に 示 す よ う に 、 湾 曲 バ ネ 板 材 １ の 端 部 か ら そ れ ぞ れ 切 欠 部 12を 形
成 し て 、 継 手 ヒ ン ジ を 装 着 し た 状 態 で 、 こ の 切 欠 部 12に よ り 作 出 さ れ る 溝 部 を 開 閉 せ し め
る こ と に よ っ て も 、 同 様 に し て 、 復 帰 弾 力 に よ っ て 着 用 者 の 側 頭 部 に 付 勢 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 概 ね 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る が 、 本 発 明 は 図 示 の 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は 決 し て な く 、 「 特 許 請 求 の 範 囲 」 の 記 載 内 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ っ
て 、 例 え ば 、 湾 曲 バ ネ 板 材 １ は 、 弾 性 材 料 で あ れ ば 使 用 材 料 の 変 更 が 可 能 で あ り 、 ま た 、
ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト と 枢 孔 と は 嵌 合 し て 回 動 自 在 に 構 成 す る 場 合 で あ れ ば 、 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト は
円 柱 形 状 の も の に は 限 ら れ ず 、 枢 孔 を 円 形 と す れ ば 足 り る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 側 板 ２ の 周 縁 形 状 に 角 部 を 設 け た り 、 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト の 断 面 形 状 お よ び 枢 孔 （ 止
着 孔 ） を 図 21に 示 す よ う な 形 状 に す る こ と に よ り 、 一 方 の 嵌 合 部 を 回 動 さ せ ず に 止 着 固 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に ま た 、 側 板 ２ ・ ２ 間 に 嵌 入 す る 止 着 部 材 ５ は 、 図 22に 示 す よ う な 形 状 に す る こ と も
で き る し 、 ま た 、 図 23に 示 す よ う に 、 側 板 ２ ・ ２ の 対 向 面 を そ れ ぞ れ 隆 起 せ し め 、 こ れ ら
を 圧 接 し つ つ 装 着 す る こ と に よ っ て も 脱 落 防 止 お よ び 付 勢 力 増 加 を 実 現 す る こ と が で き 、
こ れ ら 何 れ の も の も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 眼 鏡 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 眼 鏡 部 品 の 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 連 結 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 連 結 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 連 結 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 眼 鏡 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 眼 鏡 部 品 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 連 結 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 眼 鏡 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 眼 鏡 部 品 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 連 結 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 連 結 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 連 結 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 眼 鏡 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 眼 鏡 部 品 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 連 結 機 構 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 実 施 変 形 例 の 眼 鏡 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 実 施 変 形 例 の 眼 鏡 部 品 の 説 明 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 実 施 変 形 例 の 眼 鏡 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 実 施 変 形 例 の 眼 鏡 部 品 の 説 明 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 実 施 変 形 例 の 眼 鏡 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 実 施 変 形 例 の 連 結 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 実 施 変 形 例 の 連 結 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 　 湾 曲 バ ネ 板 材
　 11　 　 長 孔
　 12　 　 切 欠 部
　 ２ 　 　 側 板
　 21　 　 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト
　 22　 　 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト
　 23　 　 枢 孔
　 24　 　 枢 孔
　 ３ 　 　 エ ン ド ピ ー ス
　 31　 　 枢 孔
　 32　 　 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト
　 ４ 　 　 耳 掛 テ ン プ ル
　 41　 　 枢 孔
　 42　 　 ダ ボ 状 ピ ボ ッ ト
　 ５ 　 　 止 着 部 材
　 Ｆ 　 　 眼 鏡 フ ロ ン ト 枠
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】
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